
 

 
地区の現況・課題（地元意見） 次の 20 年間で取組むこと（地元意見） 

〇空き家・空き地の増加 

〇買い物、通院弱者の増加 

〇中心市街地での事業継続が難しくなっている 

〇交通渋滞の発生と運転しづらい道路 

〇歩行者・自動車が通行しにくい 

〇公共交通が使いづらい 

〇上下水道の老朽化 

〇河川の氾濫の危険性 

〇避難しにくい 

〇建築物の高層化により景観の悪化 

〇三の丸のまちづくり 

〇空き家・空き地の利活用の促進 

〇買い物、通院弱者に向けた支援 

〇中心市街地の商業集積、魅力の向上 

〇道路整備の推進、交差点改良 

〇歩行者・自動車空間の確保、改善 

〇公共交通の充実 

〇河川と浸水想定地域における対策 

〇避難所、避難経路の改善 

〇建築物の高層化により景観の悪化 

〇地域の魅力を活かした街並みづくり 

 
 

中心部エリア（中央部、中央北部） 

 
地区の現況・課題（地元意見） 次の 20 年間で取組むこと（地元意見） 

〇市街化調整区域の農業継続が難しい 

〇空き家・空き地の増加 

〇買い物、通院弱者の増加 

〇遊び場、ひろばが十分でない 

〇交通渋滞の発生 

〇生活道路が狭く、また高齢化により除雪等が困難 

〇ロードバイク利用者等の通行の増加 

〇公共交通が使いづらい 

〇上下水道がない、老朽化している 

〇河川の氾濫等の危険性 

〇避難所が十分でない 

〇観光資源の活用が十分でない 

〇山林が荒廃している 

〇市街化調整区域の農地の柔軟な活用 

〇空き家・空き地の活用 

〇買い物、通院弱者への支援、施設の誘致 

〇公共サービスの配置、機能充実 

〇幹線道路の整備、交差点の改良 

〇生活道路の拡幅、維持管理 

〇ロードバイク利用者等の通行に配慮した改善 

〇公共交通の充実 

〇上下水道の整備 

〇河川等における対策 

〇避難所の改善 

〇観光資源周辺のアクセスルートなどの整備 

〇山林の適切な管理 

 
 

東山部エリア（東山北部、東山中部、東山南部） 

 
地区の現況・課題（地元意見） 次の 20 年間で取組むこと（地元意見） 

〇市街地の人口が増加 

〇空き家、空き地の増加 

〇公営住宅の高齢化 

〇交通渋滞の発生 

〇交通量が増加して危険 

〇道路が狭い 

〇除雪が困難 

〇公共交通が使いづらい 

〇水害リスクの危険性 

〇避難所の安全性、利用性が低い 

〇不揃いな街並み、眺望の悪化 

〇河川整備による自然破壊 

〇人口動態を考慮した公共サービスなどの見直し 

〇空き家、空き地の利活用 

〇幹線道路、生活道路の整備、改良 

〇歩行者、自転車の空間の確保 

〇除雪体制を整える 

〇公共交通の充実 

〇河川、水路の整備、浸水想定区域の居住制限 

〇避難しやすい環境の形成 

〇街並みの統一、眺望の保全 

〇自然に配慮した河川等の整備 

 
 

南部エリア（南部、中央南部） 

 
地区の現況・課題（地元意見） 次の 20 年間で取組むこと（地元意見） 

〇店舗等が少ない、買い物、通院弱者の増加 

〇市街化調整区域における土地利用 

〇空き家、荒廃農地の増加 

〇荒廃農地の増加 

〇交通渋滞の発生 

〇生活道路が狭い 

〇歩道、自転車道が十分にない 

〇公共交通が使いづらい 

〇河川の氾濫等の危険性 

〇避難場所が十分にない 

〇田園景観、水辺景観の悪化 

〇店舗等の誘致、買い物、通院弱者の支援 

〇松本大学を核とした発展 

〇産業の誘致 

〇空き家、空き地の活用 

〇農地の保全、活用 

〇渋滞対策の道路の整備、改善 

〇生活道路、農道における進入制限等 

〇自動運転の導入に向けた道路整備 

〇生活道路の拡幅 

〇歩行者、自転車の通行空間の確保 

〇公共交通の充実、ネットワーク化 

〇災害リスクへの対策 

〇避難場所の確保 

〇田園景観、水辺景観の保全、形成 

 
 

河西部エリア（河西北部、河西南部） 

 
地区の現況・課題（地元意見） 次の 20 年間で取組むこと（地元意見） 

〇空き家、荒廃農地の増加 

〇荒廃農地の増加 

〇働く場の不足 

〇渋滞の発生 

〇通学路が狭く危険 

〇公共交通が使いづらい 

〇土砂災害、水害リスクの危険性 

〇避難所の機能が十分でない 

〇山林等が荒廃している 

〇買い物、病院等の施設の維持、誘致 

〇市立病院の建て替え、工場の跡地利用 

〇空き家の利用 

〇農地の保全、活用 

〇産業の誘致 

〇幹線道路の整備 

〇生活道路、通学路の拡幅、歩行者空間の確保 

〇公共交通の充実、ネットワーク化 

〇新しい技術の導入 

〇上下水道の維持 

〇災害リスクへの対策 

〇避難場所の確保 

〇山林の適切な管理 

 
 

梓川・波田エリア（梓川、波田） 

 
地区の現況・課題（地元意見） 次の 20 年間で取組むこと（地元意見） 

〇人口減少、高齢化 

○山間部の衰退、土地・農地の荒れ地化 

○買い物難民化 

○診療所の老朽化 

○若い世代が働く場の不足 

○道路の陥没・騒音 

○高齢者の交通手段がない 

○土砂災害リスクの懸念 

 

○買い物、医療等の維持・確保 

○買い物弱者のための宅配・巡回サービスの充実 

○遊休農地の活用、土地の荒れ地化の防止 

○グライガルデン等の自然交流拠点拡充 

○幹線道路の整備 

○公共交通の維持・充実 

○市街地の商業施設までの移動手段の創設 

○医療・福祉施設とそこに向かうまでの交通体系整備 

○砂防工事の早急着手 

○災害に強いまちづくり 

○枯松撤去・樹種交換・トレイル道整備による自然活用 

 
 

都市計画区域外（四賀、安曇、奈川） 

地区別意見交換会の意見概要 
参考２ 


